
度壷鰹搬蘂,. 摯臘饒せ 瘢使 い 蒋 姦幇 トマップ

5 . 自 然がもたらす恩恵を持続的に享受できる健全

な自然生態系の確保

5 . 1 三大湖沼の浄化と利活用の推進

叢 ラムサール条約推進事業

l 1 事業の 目 的
我が国最大の汽水域である中海 ･宍道湖は、 淡水化事業の中止後、 ラムサール条約湿地に登

録 (H 1 7 . = . 8 ) された 。 平成22年は 、 国際生物多様性年であるとともに 、 ラムサール条約湿地登録

5周年を迎える年である 。 また 、 両県知事が中海を両県共有の貴重な財産として、 次代に引き継

ぐ協定を締結したスタートの年である 。

本事業は、 関係自治体 ･ NPO 1 地域住民等が参加し、 条約の趣旨である ｢環境保全｣や ｢賢明な

利用 ( ワイズユース) ｣ の ｢ しくみづく り ｣ について 、 交流 ･学習 ･ 普及啓発に取り組むことによ り 、 意

識のさらなる高揚を図 り 、 豊かな恵みを次世代へ引き継ぐことを 目 的とする 。

! 2 事業の内容

( 1 ) こどもラムサール全国湿地交流会

0概 要

･ 平成1 9年度に中海 ･ 宍道湖で｢全国大会｣を実施し、 平成22年度はrラムサー

ル条約5周年記念事業｣を鳥取 ･ 島根で連携して実施。

･ 交流を単発で終わらせないため 、 次世代を担うリーダー育成を 目 的として、 全国

の湿地からこどもたちを中海 ･宍道湖へ招き、 交流を図る 。

0開催コンセプト

･ 楽しく学ぶ

･ 招耳号するこどもたちは、 ｢コウノ トリ ｣ の飛行ルートである ｢琵琶湖(登録湿地) 、 豊

岡(湿地登録を検討中 )｣及び都会での 自然活動という視点から ｢谷津干潟｣ とす

る 。

0開 催 日

･ 平成23年 1 0月 8 日 (土 ) から 1 0 日 ( 日 ) (※ 1 0 日 (月 )は招脂者の帰路移動 日 と

する )

0参加者等

･約60名 (3湿地 × 5名 、 ゴビウス 1 5名 、 イオン5名 、 水鳥公園25名 )

･ 対象は、 湿地に関する活動を実践する小学校中学年から高学年程度の児童

(2 ) ラムサール条約リ レーシンポジウム
【鳥取県】

･ 夏休み ･ 冬休みのこども中心とした 自 由課題等にも対応できる企画とする 。

･ むきぱんだ史跡公園 、 水鳥公園の観察学習を含めて 、 教育と環境のコラボによる

企画とする 。

･ 広報は、 水鳥公園こどもラムサール、 イオンチアーズクラブ 、 成美小学校 (西部総

合が環境学習を実施) 米子市環境をよくする会 、 環境にやさしい農業取組み団
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体等を中心に行う 。

【島根県】

･ ｢神 々の回しまね一古事記1 300年｣事業にちなみ、 ラムサール湿地である宍道

湖 ･ 中海周辺の歴史や両湖の 自然の今昔を学ぶ。

･ 両湖のいにしえについて認識を深め 、 両湖の幅広い賢明利用を進める素材として

しく 。

鱒擬 彎 主査察 場所 {予定も テー☆ {坐て嫡職) 講師修さ鑄等
【** ぜ ん ^ ) く ま てた " “臘 ノ \ ~ バ ザ * / ゐ ~ ^ \ ･ )~モ ) U , Y 粁 も ん U れ ^ ‘ ' 淺 キぬ 、 な へ 益 しゞ滋いぬ "…☆“製 、 乃 ^ 残 " JY》 “酒“

,蝉! 廳敬嫌 榮子水鰍瀕 鑓こ ど も ラ ムトル 酵朧 豊朧 纖干漉

(3 ) 中海 ･ 宍道湖一斉清掃

･ H 1 8年度から 、 両県関係 自治体が連携実施 (H 2 1 年度は沿岸住民約7 ,

43 3人が参加し、 約27 tを回収)

･ H 23年度は松江市(波入港親水公園)をメイン会場に 、 両県合同の開始式を

行う ( H 1 8 : 松江市 、 H 1 9 米子市 、 H 20 : 安来市、 H2 1 : 境港市 、 H 22 : 東

出雲町)

! 3 事業の現状及び課題

( 1 ) ラムサール条約湿地への登録

鳥取県と島根県にまたがる中海は 、 平成 1 7年 1 1 月 に国際的に重要な湿地とし

てラムサール条約に登録され 、 その趣旨である ｢ 自然環境の保全｣ と ｢賢明な利用

( ワイズユース) ｣ を推進していくことが、 求められている 。

※20 1 0年2月 2 日 現在 、 締約国 1 59ヶ国 、 登録湿地数1 ,886ヶ所 、 日 本国内は37

箇所。

◎中海の賢明な利用とは

｢中海｣ の生態系がもつ特徴をこわさない方法で 、 ｢ 中海｣ の与えてくれる恵みを

将来の世代に引き継ぐよう持続的に活用 して〈ことであり 、 漁業資源の利用 、 スポ

ーツ利用 、 観光利用 、 周辺農地の利用 、 環境教育の場としての利用等を含む。

( 2 ) 中海における現状や課題

○中海は、 堤防開削 、 自然再生、 漁業、 治水など 、 様々な分野で問題を抱えて

おり 、 水質改善だけでなく 、 全体的な問題を認識しつつ 、 それぞれの問題に対して

地域住民や関係機関との協働により対処することが必要。

0平成22年4月 22 日 、 中海会議が設置され、 2省2県4市町 (国(国土交通

省 、 農林水産省) 、 県(島根県 、 鳥取県) 、 市町(米子市 、 境港市、 松江市 、 安来

市 、 東出雲町)が構成員となり 、 堤防 、 護岸整備、 水質及び流動、 農地の排水

不良、 刺活用 等を協議していくこととなった 。

0平成2 1 年度末、 第5期湖沼水質保全計画の策定し 、 長期ビジョン (およそ25

年後の中海の望ましい将来像) については 、 個 々 の数値で表現するのではなく 、 水

中から水辺にいたるまでの理想的な姿や周辺の景観などとのマッチングなど、 トータ

ルな姿として設定したところ 。

0中海会議の設置により 、 これまでのNPO団体などを中心とした粘り強い取り組

みの継続やアマモ造成等事業への新たな支援により 、 中海において行動を起こす
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気運は 、 高まりつつある 。

● 担当 " 生活環境部 水 ･大気環境課 水環境保全室 電話0857‐26‐7870

参考URL

鳥取県水 ･ 大気環境課のwebサイトよ り

｢ラムサール条約｣

http ://WWW.pref.tottori 。 IgJ p/dd .asp×?menu i d=45826

叢 中海水質浄化対策推進

淺 1 事業の 目 的

中海に係る各種水質保全施策を総合的かつ計画的に推進し、 中海の水質保全を図る 。

l 2 事業の内容
( 1 ) 第5期 ｢ 中海に係る湖沼水質保全計画｣‘こ基づく施策評価など

(2 ) 中海会議 (鳥取 ･ 島根両県及び中海周辺4市 1 町及び国土交通省) における

一層の水質改善のための方策の検討

(3 ) 中海水質汚濁防止対策協議会 (鳥取 ･ 島根両県及び中海周辺4市 1 町 ) の

運営

(4 ) 住民参加型の水質調査等の実施

許 事業の現状及び課題

鳥取県及び島根県では 、 中海の水質保全のため 、 平成元年度以降、 下水道の整備等の各種水

質保全施策をと りまとめた ｢中海に係る湖沼水質保全計画｣を策定し、 関係機関 、 関係市町、 事業

者及び住民等の理解と協力を得て、 各種水質保全施策を総合的かつ計画的に推進している 。

平成2 1 年度には第5期計画 (平成2 1 ~ 25年度) を新たに策定してより一層の水質保全施策を

計画しているが、 未だ湖沼環境基準の達成には至っていない 。 そのため本計画の推進を図るとと

もに中海会議等で検討される水質改善方策についても取組む。

●担当 : 生活環境部 水 ･ 大気環境課 水質担当 電話0857‐26‐7 1 97

参考URL

鳥取県水 ･ 大気環境課のwebサイ トより

http ://www里ref.to忙ori . l g j p/d d .a spx?menu i d=20225

蓑 東郷池水質浄化対策推進

妾 1 事業の 目 的

東郷池に係る各種水質保全施策を総合的かつ計画的に推進し、 東郷池の水質保全を図る 。

蓑 2 事業の内容
･ 第 1 期 ｢東郷池水質管理計画｣ (平成 1 8 ~ 27年度) の推進

･ 東郷池の浄化に向けたアクションプログラム (平成20~22年度) の推進
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事 事業の現状及び課題

東郷池の水質保全を図るため 、 従来から下水道、 農業集落排水施設の整備などの種々の対策

を講じ、 東郷池への汚濁負荷削減を図ってきた 。

平成 1 8年度に 、 湖内直接浄化対策や農地からの流入汚濁抑制対策等の各種水質保全施策を

とりまとめた ｢東郷池水質管理計画｣を策定し 、 湯梨浜町 、 事業者及び住民等の理解と協力を得

て 、 各種水質保全施策を総合的かつ計画的に推進している 。

しかしながら 、 水質環境基準の達成には至っておらず、 水質管理計画に基づき 、 引き続き各種

水質保全施策を推進する必要がある 。

●担当 : 生活環境部 水 ･ 大気環境課 水質担当 電話0857‐26‐7 1 97

参考URL

鳥取県水 ･ 大気環境課のwebサイトよ り

h壮p ://www.pref.to杖ori . Ig｣里/dd .as中×?menu i d二20225

挺 湖山池水質浄化対策推進 !
嚢 1 事業の 目 的

湖山池に係る各種水質保全施策を総合的かつ計画的に推進し、 湖山池の水質保全を図る 。

! 2 事業の内容

( 1 ) 第2期 ｢湖山池水質管理計画｣ (平成 1 3~ 22年度) の推進

(2 ) 第3期計画策定に向けた意見集約、 調査 、 検討

艶 事業の現状及び課題

湖山池の水質保全のため 、 平成3年度以降、 下水道の整備等の各種水質保全施策をとりまと

めた ｢湖山池水質管理計画｣を策定し、 鳥取市、 事業者及び住民等の理解と協力を得て 、 各種水

質保全施策を総合的かつ計画的に推進している 。

現在 、 平成 1 3年度に策定した第2期水質管理計画を推進しているところであるが 、 水質環境基

準の達成には至っていない 。

今後の更なる水質改善には 、 行政の取組だけでなく 、 地域住民の理解と参加が不可欠となるた

め 、 平成23年度に予定している第3期水質管理計画には、 地域住民の意見を踏まえた湖山池の

将来の望ましい姿や住民から見てわかりやすく積極的な参加が期待できる新たな指標の検討な

どの策定に向けた準備を進める 。

●担当 " 生活環境部 水 ･ 大気環境課 水質担当 電話0857‐26‐7 1 97

参考URL

鳥取県水 ･ 大気環境課のwebサイ トより

対比p://www塑ref.to忙ori . l g｣腹/dd .aspx?menu i d=20225

l 湖 山池漁場環境回復試験
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淺 1 事業の 目 的

県が行っている塩分導入試験に対する魚類への影響、 水質の変化を把握するとともに 、 重要魚

種の資源状況把握及び水産振興策としてのシジミ増殖の可能性を検討する 。

I 2 事業の内容

0塩分導入影響調査

資源変動調査…定置網により魚類相 、 分布量の変動を把握し 、 塩分導入との

関係を検討する 。

0環境調査…池内の水貫 く塩分 ･ D0 ･ 水温) を測定し 、 塩分導入が湖内の環境

へ与える影響を把握する 。

0 ワカサギ ･ シラウオ増殖試験

産卵状況の把握および仔稚魚の分布状況を把握し、 増殖策を検討する 。

0ヤマトシジミ増殖試験

湖内の塩分濃度上昇に伴い 、 シジミ増殖の可能性と漁業化の可能性を検討す

る 。

黙 3 事業の現状及び課題

0塩分導入影響調査

魚類の種類数はこれまで若干増加傾向にあったがH22年は減少した 。 水質は6月

から9月 にかけて池底部に低酸素層が確認された。 湖内の環境悪化を防ぐ方策が

必要である 。

0ヤマトシジミ

池内で稚貝が育っていることが確認された 。 今後は漁業として成立するほどシジミが

増えるか見極める必要あり 。

0ワカサギ ･ シラウオ

ワカサギは流入河川 内でのみ産卵。 シラウオは底質が砂の場所で、 池の広範囲に

産卵 。

【湖山池で生まれたヤマトシジミ】

●担当 ご 栽培漁業センター生産技術室 電話0858 一34一332 1

参考URL

鳥取県栽培漁業センターのwebサイトよ り

h忙中://www.p ref.to性ori . lgJ p/dd .as型x?menu i d二 1 54053

蓑 内水面漁場環境保全事業
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袋 1 事業の 目 的

湖山池 ･ 東郷湖において漁場環境の改善を図るため 、 漁業者が湖底のゴミ回収を 、 また漁業者

とボランティアが連携して湖面及び湖岸のゴミ回収を行い 、 地域住民の環境保全意識を高める 。

舵 事業の内容

湖山池漁協及び東郷湖漁協が実施する湖底 ･ 湖岸清掃に対して支援する 。

( 1 ) 湖山池

･ 湖底、 湖岸清掃

･ ボランティアによる湖岸清掃

(2 ) 東郷池

･ 湖底清掃

事 事業の現状及び課題

( 1 ) ゴミ量の減少により湖沼環境が改善され、 シジミ等の漁業資源の増加が見込まれ

る 。

( 2 ) 漁業者 、 ボランティア団体の漁場環境保全意識が向上する 。

( 3 ) 地元による漁場環境保全体制が構築されるような仕組みづくりが課題。

●担当 : 農林水産部 水産振興局 水産課 漁業振興担当 電話0857‐26‐73 1 7

参考URL

鳥取県水産課のwebサイトよ り

http ://www.pref.tottori . lg｣lp/dd 。aspx?menu i d=44462

叢 生態系に視点を置いた湖山池の汚濁機構の究明に関する研究

叢 1 事業の 目 的

湖山池においては 、 水質管理計画に基づく浄化事業の実施にもかかわらず、 水質改善が進展し

ていない 。 また、 カビ臭原園プランクトンの発生や ヒシの増大等新たな事象が発生している 。 一

方 、 水質汚濁には、 食物連鎖や栄養塩の供給等、 生態系全体が大きく関係しており 、 従来の汚濁

機構 に係る個別の検討だけでは 、 汚濁機構の全体像をとらえることは困難であり 、 生態系の視

点を踏まえて検証する必要がある 。

そのため 、 生態系等に特に視点を置いて湖山池の汚濁機構の検証を行し 、 、 今後の水質浄化手

法の検討に資する 。

箋 2 事業の内容

次の視点を踏まえながら 、 近年特に重要であると指摘されている生態系に着 目 して湖山池の汚

濁機構を検証する 。

【視点】

( 1 ) マク ロ的視点 (生態系全体の健全性の検証)

( 2 ) ミク ロ 的視点 (カビ臭原園プランクトンの増殖特性の把握等)

( 3 ) 現場の視点 (地域住民等からの情報収集 ･整理)

(4 ) 先例事例の視点 (参考となる効果的対策事例)従来の汚濁物質の収支やア

オコ形成プランクトンに対する個別の検討だけではなく 、 生態系等に視点を置いて

湖山池の汚濁機構を検証する 。

‐ 1 0 4-



【 内容】

( 1 ) 過去からの生態系構成要素に係るデータ収集

( 2 ) 現状の水質 ･ プランクトン発生状況の把握

(3 ) カビ臭原圏プランクトンの増殖特性把握及び抑制策の検討

(4 ) 生態系回復 目標および再生手法の検討

辞 事業の現状及び課題

主に湖山池の生態系の現状を捉えることに重点を置いて現地調査等を行い 、 異常繁茂したヒシ

帯では表層部から貧酸素状態となっていること 、 カビ臭原園プランク トンとアオコ形成種とは別物

であること等を確認した 。

また 、 動物プランク トンや底生動物の消長等を把握した 。 今後は貧酸素領域の形成過程の解

明 、 カビ臭原因プランク トンの増殖要因解明等に重点的に取り組む 。

●担当 : 生活環境部 衛生環境研究所 水環境対策チーム 電話0858‐35‐541 7

参考URL

鳥取県衛生環境研究所のwebサイ トよ り

h忙中 ://www.pref.to忙ori . l g｣ p/d d .aspx?menu id=3565 》

! 中瀬こおけるサルポウ場の再生に関する研究

慶 事業の 目 的

中海再生の機運が高まる中 、 かつての中海を象徴したサルポウ (二枚貝) の再生に対する期

待が高まる中 、 サルポウの稚貝放流適地を決める上 での情報やサルボウ再生の指針作成への

判断情報を提供することで中海再生に資する 。

惹 2 事業の内容

サルボウの放流適地マップの改良

! 3 事業の現状及び課題

現状の中海に稚員を放流 ･ 生育させて再生することを念頭に 、 サルポウの成貝や稚貝の貧酸素

や塩分濃度変化への耐性等につし 、て室内実験で把握して現地環境データと併せて解析し、 稚貝

放流適地のマップを試作した 。 現地放流試験や放流後の追跡調査等を実施し 、 再生を 目 指す 。

●担当 : 生活環境部 衛生環境研究所 水環境対策チーム 電話0858‐35‐541 7

参考URL

鳥取県衛生環境研究所のwebサイトよ り

対比里 ://www.pref,to性ori . 1 g｣ p/dd ,aspx?menu i d二35 6 5

l 叢 中瀬"ナるコアマモ場の再生方法 -こ関する研究 l
慶 事案の 目 的

中海の 自然再生の柱であ り 、 中海の藻場再生で有力なコアマモ場の再生技術の開発を 目 的と

する 。
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筵 2 事業の内容

( 1 ) 種子を用いたコアマモ場再生技術の開発

種子の生産性と発芽率が低いとされるコアマモの発芽特性等を解明し 、 自生地を

荒らす恐れのない 、 種子を用いた移植用苗生産によるコアマモ場再生技術の開発を

目 指す 。

( 2 ) 再生活動の技術的支援のため 、 N PO等関係者への技術移転

群 事業の現状及び課題

種子から育苗して移植 ･再生する技術開発を 目指しているが、 春先に種子を形成しなかったた

めに実験が遅れている 。 昨年度の秋~冬に形成したコアマモの種子を採取して発芽 ･ 生育実験を

進める 。 また 、 コアマモの遺伝的多様性や地域特性の保全も視野に入れて研究に取り組む。

●担当 : 生活環境部 衛生環境研究所 水環境対策チーム 電話0858‐35‐54 1 7

参考URL

鳥取県衛生環境研究所のwebサイ トよ り

h忙中://www.pref.tottori . 1g｣ p/dd .aspx?menu i d=3565

韮 光触媒を利用 した水質料ヒ手法の研究

! 1 事業の 目 的

湖沼の汚濁指標であるCODの半分程度が難分解性有機物であり 、 湖沼の環境基準の達成の

ためには難分解性有機物を浄化する必要がある 。

難分解性有機物は従来の手法での除去等が困難であるため 、 強い酸化力を持ち 、 各種の有機

物を分解可能である光触媒による雛分解性有機物の分解除去を 目 的とする 。

! 2 事業の内容

( 1 ) 湖水を対象とした光触媒の室内実験により 、 次の事項を検証

･湖水中の難分解性有機物の分解性

･有効な分解率のための必要な条件 : 接触時間 、 必要面積など

･植物プランク トンなど難分解性有機物以外の物質の分解性

･実用化に当たっての問題点 ･課題の把握

( 2 ) 実用化の可能性が明らかになれば、 実験水路で実証試験を実施

! 3 事業の現状及び課題

市販品を上回る難分解性有機物の分解特性を有する光触媒 (粉体) を作製できた 。 ただ、 現場

での使用を踏まえて基村 (瓦) に担持加工したところ 、 性能が発揮できなくなることが判った 。 今後

は担特に伴う変化や光条件等を詳細に把握しながら担持方法の改善や光触媒の改良を行い 、 実

用化を 目 指す。

●担当 : 生活環境部 衛生環境研究所 水環境対策チーム 電話0858‐35‐541 7

参考URL

鳥取県衛生環境研究所のwebサイ トより

httqF] ://WWM.pref.tottori 。 Ig｣ p/dd .aspx?menu i d二3565

日コ欠のページ
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5 . 自 然がもたらす恩恵を持続的に享受できる健全

な自然生態系の確保

5 . 1 三大湖沼の浄化と刺活用の推進

難 水環境を守る肥料の低投入 ･ 低流出稲作技術の開発

動 事業の 目 的
水稲作においてリン酸投入方法の改善および窒素 ･ リンなどの富栄養化物質の流出低減技術

を確立し、 環境保全型農業の推進、 水環境の向上および生産コストの低減を図る 。

蓑 2 事業の内容
( 1 ) リ ン酸投入量の低減化技術の確立

･ リン酸肥料の施用法の改善試験

リン酸資材の施用基準の見直uこついて検討を実施。

･ 水質汚濁が少ないリン酸肥料の検討

熔りん等の水溶性リン酸が少ない緩効性リン酸肥料の施用効果を検討する 。

( 2 ) 河川への排水量を減らす栽培法の確立

･ 無代かき栽培導入時の圃場管理手法の確立

水田からの負荷量の40%以上を 占める濁水の流出を減らすため代かきによる濁

水を生じない無代かき栽培について検討する 。

･ 既存の暗渠排水を利用した鳥取型地下潅激システムの活用

水管理方式の変更 (表面排水→地下暗渠排水) による負荷低減の検討を行う 。

! 3 事業の現状及び課題

くり 県内の主な湖沼では富栄養化物質の窒素、 リンが多く 、 特にリンは近年増加傾向にある 。 農

業分野においても環境負荷低減努力が必要。

( 2 ) 昨年 、 リン酸肥料の価格高騰により 、 リン酸肥料の施用法改善は、 生産コスト低減技術として

生産現場から注 目 されている 。

( 3 ) 水稲作では、 リン酸の過剰施用による障害は現れにくいことによるリン酸肥料の多投入 、 代か

き水の落水による肥料流出等の改善が求められている 。

●担当 : 農林水産部 農林総合研究所農業試験場 環境研究室 電話0857‐53‐072 1

参考URL

鳥取県農林総会研究所農業試験場のwebサイトよ り

h性中://www.p ref.to牡ori 。 lg｣ p/dd .aspx?menu i d=47 767

前のページ生一"
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霊お簸熟富めせ 秘 使 い 藷 益せィ ト覆概が

5 . 自 然がもたらす恩恵を持続的に享受できる健全

な自然生態系の確保

5 . 2 生物多様性 ･健全な自然生態系の保
全

l 自然公園等管理費

嚢 1 事業の 目 的

自然公園法の 目 的である ｢優れた 自然の風景地の利用の増進｣を実現し、 安全で快適な 自然公

園等の利用を確保するため 、 自然公園施設、 自 然歩道の適切な管理、 整備 ･修繕等を実施する 。

! 2 事業の内容

( 1 ) 自 然公園施設、 自然歩道の整備 ･修繕 ( 1 3 , 4 2 2千円 )

安全で快適な自然公園等の利用を確保するため 、 自然公園施設、 自然歩道の整備 ･修繕等を

行う 。

( 2 ) 公衆便所、 自 然歩道等の管理委託等 ( 1 4 , 68 8千円 )

快適に 自然公園を利用してもらえるよう 自然公園内の公衆便所の清掃、 自 然歩道の草刈 り等に

要する経費や施設設置に係る土地の借り上げを行う 。

( 3 ) 国立公園清掃活動費補助金 (2 , 8 70千円 )

自然公園法 1 9条 ｢清潔の保持｣ の趣旨に基づいて 、 国立公園内の清掃活動等を行う団体に対

して 、 国 、 県 、 市町村が費用負担をして 日常清掃に要する経費を助成する 。

許 事業の現状及斐課題

( 1 ) 県内 には、 国立公園 (2箇所) 、 国定公園 (2箇所 ) 、 県立 自然公園 (3箇所) があり 、 これら 自

然公園の総面積は49 ,06 1 ha 、 県土の 1 4%を 占めてし 、る 。

(2 ) 自 然公園法、 鳥取県立 自然公園条例において 、 優れた 自然の風景地を保護するため 、 一定

の行為を制限する規制が設けられている 。

( 3 ) 一般の公園利用者は 、 自然公園内における規制の内容を知らないことが多く 、 悪意はなくとも

結果的に違法な動植物採取等が行われる場合がある 。

このため 、 地元市町村 ･ 警察署などと合同で違法採取防止のパトロールと動植物採取防止の呼

びかけを行っている 。

(4 ) これまでは修繕工事を行う場合でも 、 局所的、 対症療法的な対応になっており 、 面的 ･ 計画的

に整備を行えていない面があったため 、 平成2 1 年度から実施している 自然公園施設 ･ 自 然歩道

に係る総点検、 危険性 ･ 利便性等を考慮した点数評価により 、 全県下での優先順位を整理した上

で改修 ･修繕を行うこととしている 。

●担当 : 生活環境部 公園 自然課 自然公園担当 電話0857‐26‐7200

参考URL
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鳥取県内の 自然公園

とりネッ トよ り ｢公園 自然課｣

http ://vvvvw.pref.tottori . I gJ p/dd .aspx?menu id=45320

雑然保護監視事業

義 1 事業の 目 的
自然公園や県 自然環境保全地域等での巡視活動や自然保護思想の普及啓発等を行うため 、 各

総合事務所に ｢鳥取県 自然保護監視員｣を配置するとともに 、 ｢鳥取県 自然保護ボランティア｣制度
なども活用しながら 、 県下全域で自然保護行政を推進していく 。

叢 2 事業の内容
( 1 ) ｢ 鳥取県 自然保護監視員 ｣の配置 ( 1 2 , 3 6 1 千円 )

5名 の 自然保護監視員 gE常勤職員職員 ) を東部 ･ 中部 ･ 西部 ･ 日 野総合事務所に配置し、 所管

の地域での巡視活動や公園利用者への普及啓発活動等を行う 。

( 2 ) ｢鳥取県 自然保護ボランティア｣制度の運用 ( 368千円 )

自然保護に関心のある方を登録制の 自然保護ボランティアに任命し、 自然保護に関する情報提

供や県の 自然保護活動等へ協力 していただき 、 本県の 自然保護の一助とする 。

また 、 自然保護ボランティアの資質向上に向けて、 研修会等を開催する 。

! 3 事業の現状及び課題
平成1 9年度のボランティア制度の導入以降、 登録者数は増加しているが、 最近は横ばい傾向が

続いている 。 (現在の登録状況1 05名 )

ボランティアの確保に向けて 、 PRの機会や学生などへの制度紹介など幅広い対象に向けた啓

発が必要。

●担当 : 生活環境部 公園自然課 自然公園担当 電請0857‐26-7200

参考URL

1 自 然保護監視員のブログ

( 1 ) とりネッ トより ｢東部総合事務所生活環境局｣

http ://wrvw.pref,tottorugJp/dd .aspx?menu i d±37058

( 2 ) とりネットより ｢ 中部総合事務所生活環境局｣

ht申://w~w.pref.tottori . IgJ p/dd .a spx?menu i d=75809

( 3 ) とりネットより ｢ 日 野総合事務所福祉保健局｣

ht塹://vww.pre鶴ottor i , lgJ p/dd .a spx?menu i d= 1 45929

2 第2期鳥取県 自然保護ボランティアの募集

とりネッ トよ り ｢公園 自然課｣

htm://www.pre鶴ottorugJp/dd .a spx?menu i d=8 1 262

叢 大山才オタカの森保全事業

街 事業の 目 的
鳥取県立大山オオタカの森の保全に関する条例に基づき 、 県民との協働により豊かな自然環境
を貴重な財産として将来に継承することを 目 的として 、 自然観察会等を開催するとともに 、 森林整

備を実施してオオタカの営巣に適する環境を作る 。

- 1 1 1 ‐



許 事業の内容
( 1 ) 営巣環境整備事業

･ マツクイムシ被害拡大防止のため森内の被害木を駆除

･ 営巣に適したアカマツの大径木を育成するための立木密度調整

･飛翔空間確保のためにマツの樹冠下の亜高木 (広葉樹) を伐採

･オオタカの狩り場確保のためのパッチ (広場) 作 り

( 2 ) 森林内環境モニタリング調査

･植物調査

鳥類調査

･オオタカの生息調査

●担当 : 西部総合事務所 生活環境局 生活安全課 動物 ･ 自然公園係 電話0859‐3 1 ‐9320

参考URL

鳥取県西部総合事務所生活環境局のwebサイトより

http ://VWVW･pref.tOttorug｣p/dd ･aspx?nnenu id=6 1 28

蕾 特定鳥獣保護管理事業

I 1 事業の 目 的
個体数が増加して農林業被害や生態系被害が増加しているイノシシ ･ ニホンジカ ･ カ ワ ウ等及

び個体数が減少して絶滅のおそれが危惧されるツキノワグマ等について 、 ｢鳥獣の保護及び狩猟

の適正化に関する法律｣第7条に基づく特定鳥獣保護管理計画の策定 ･検討、 計画実行並びに科

学的調査に基づく検証を行い、 被害軽減、 保護等を推進する 。

嚢 2 事業の内容

本年度は、 昨年度人身被害が発生したツキノワグマについては 、 保護管理計画を前倒しで見直

しを行うほか 、 捕獲者養成を充実させ農林業被害や生態系被害防止に努める 。

( 1 ) 保護管理計画検証のための検討会の開催等

生息状況等調査 (継続) を実施し 、 その調査結果に基づき保護管理検討会を

開催し計画を検証する 。

( 2 ) 生息状況調査の実施

生息情報、 被害情報の整理及び行動分析を専門機関に委託等して実施する 。

(3 ) カワ ウ生息実態調査の実施

県内のカワ ウの生息数を調査し、 各種対策の基礎資料とするほか 、 保護管理計

画策定の是非を検討していく 。

(4 ) 捕獲者の養成

イノシシ 、 ニホンジカ等の個体数調整等を担う狩猟免許者の確保対策を実施。

※特に狩猟免許を取得のための講習会等を開催する 。

(5 ) ツキノワグマ対策の推進

･ ツキノワグマ追跡調査員 OE常勤職員) を配置し、 学習故獣の効果確認のた

め、 電波発信器による行動把握を行う 。

･錯誤捕獲及び学習故獣を前提とした捕獲個体に人等への嫌悪感を与える学習

故獣を実施する 。

･ 遭遇回避対策として 、 以下の事業を引き続き実施する 。
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(ア ) 遭遇回避総合対策事業

クマ対策学習会開催、 追い払い体制整備等 、 住民の安全 ･ 安心を確保する

ための補助を実施

(イ) ツキノワ グマ追い払い大実証事業

人家近くに出没するクマに対し 、 イヌを用いた追い払い等を行い 、 その有効性を

実証する (H2 1 ~ H23 )

( ウ ) 堅果類豊凶実態把握事業 (H23~ )

ツキノワグマの秋のエサであるブナ料堅果類の結実状況を把握して 、 出没予想

をたてるとともに 、 早期に出没対策を行う 。

許 事業の現状及び課題
( 1 ) イノシシ ･ ニホンジカ

0イノシシによる農林作物被害を減少させるためには、 物理的な被害防止対策を

行うとともにイノシシを捕獲し、 個体数を減少させるこ とが必要。

0ニホンジカについても個体数の増加が予想され 、 国定公園氷ノ山内での希少植

物 (サンカヨウ ) などに食害が発生するなどしている 。 このため当面の対策として 、 氷ノ

山の中でもシカ食害が顕著である 自然探勝路周辺の被害軽減を図るため 、 電気

柵の設置によりサンカヨウ群落を保全し、 くく りわな設置によりシカを捕獲する 。

0また、 平成23年度に氷ノ山後山那岐山国定公園全体の状況を把握するための

調査を実施する 。 この調査結果に基づき、 平成24年度には生態系維持回復事業 ･
計画策定作業に着手し、 平成26年度以降に生態系維持回復事業による抜本対

策を推進する予定 。

･ 当面の対策 電気柵設置 ･ くく り ワナ設置

･抜本対策のための調査 植生被害状況 ･ シカ生息状況調査

0しかしながら 、 野生鳥獣を捕獲することができる狩猟者数は昭和55年の約滋割に

減少し、 60歳以上が66%と高齢化が著しく捕獲の担い手が不足状況。

( 2 ) ツキノワグマ

0県東部中心に生息する中国地域のツキノワグマの生息数は 、 氷ノ山山系を中心

に200頭前後と推定され、 『絶滅のおそれのある地域個体群｣ に指定されており 、 鳥

獣保護法に基づく特定鳥獣保護管理計画を策定しツキノワグマの保護を図ることと

している 。

0 しかしながら 、 昨年は人身被害が発生するなど個体数の増加も予想されることか

ら 、 個体数把握などの検証を行った上で、 平成23年度の早い時期に保護管理計

画の見直uこ着手したい 。

( 3 ) 力ワ ウ

0近年、 内水面漁業関係者から被害対策の要望が寄せられ 、 環境への影響も懸

念される 。 また 、 県内で新たな繁殖地も確認された。

0このため現在 、 広域での連携した対策を行う動きがある 。

0対策を行う上でも基礎となる県内での生息実態を把握していくことが必要となって

いる 。

●担当 : 生活環境部 公園自然課 自然環境保全担当 電話0857‐26‐7872

参考URL

鳥取県公園 自然課のwebサイ トよ り

｢野生動植物｣

h忙中://www.pref.tottor i . 1g｣ p/dd ,a spx?menu i d=95703

鳥獣被害総合対策事業
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釜 1 事業の 目 的

野生鳥獣による農林産物等への被害を軽減させるため 、

( 1 ) 侵入を防ぐ対策

( 2 ) 個体数を減らす対策

(3 ) 周辺環境を改善する対策

を総合的に支援する 。

数 事業の内容

( 1 ) 侵入を防ぐ対策

侵入防止柵などの設置を支援

( 2 ) 個体数を減らす対策

捕獲奨励金の交付、 捕獲班員の育成等を支援

(3 ) 周辺環境を改善する対策

農地と山林の間に野生鳥獣が接近uこくい明るい環境 (緩衝帯) の設置、 放任果

樹のもぎ取り等を支援

許 事業の現状及び課題

( 1 ) イノシシ ･ ヌートリア ･ カラスなどの野生鳥獣による農林産物等のH22年度 ( 1 2月 末

現在) 被害額は 、 1 億 1 78万円で、 前年同期比の 1 06%で微増。

･ 新規被害発生地域 ･ 対策遅延地域などにおいて 、 イノシシ ･ ヌートリア ･ シカ等の被

害が増加している 。

･ シカ ･ ヌートリア ･ アライグマ等の生息域が拡大しつつあり 、 被害が増加傾向にある 。

･ ツキノワグマの大量出没により 、 果樹を中心に大きな被害が発生。

( 2 ) ヌートリア ･ アライグマ (外来生物) については 、 生態系等への影響があり 、 根絶を

目 指した対策が必要とされている 。

( 3 ) シカの生息域拡大、 個体数増加による農林産物等への被害増加に加えて 、 氷ノ

山等において希少な高山植物への食害が確認されており 、 生態系等への影響が顕

在化している 。

(4 ) 耕作放棄地の増加 、 里地 ･ 里山における管理されていな竹林や人工林が増加し

ているため 、 野生鳥獣が農地に接近しやすい環境にある 。

( 5 ) 有害鳥獣の担い手となっている狩猟者が減少 ･高齢化しつつある 。

(6 ) 野生鳥獣による農林産物等への被害は、 営農意欲の減退や中山間地域におけ

る定住意欲の低下にもつながる深刻な問題である 。

(7 ) ｢人と野生動物との棲み分けによる共存｣ を 目 指した対策が必要であ り 、 各地域

に対策技術の指導 ･ 助言 ･ 実行できる人材の育成が重要である 。

●担当 : 農林水産部 生産振興課 鳥獣被害対策担当 電請0857‐26-7293

参考URL

鳥取県 生産振興課のwebサイトより

｢農作物の鳥獣被害対策に関すること｣

htt望 ://www.pref.to杜ori . lg｣ p/dd .a spx?menu i d二35035

l 鳥獣保護及び適正狩猟推進事業
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錢 1 事業の 目 的

｢鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律｣ に基づき 、 野生鳥獣の保護繁殖を図るとともに 、

適正な狩猟を推進する 。

淺 2 事業の内容
( 1 ) 狩猟免許試験及び狩猟免許更新講習会を実施する 。

( 2 ) 狩猟者登録事務の実施。

( 3 ) 野生鳥獣の保護及び適正狩猟を推進するため 、 必要な措置を行う 。

(4 ) 鳥獣保護のため 、 鳥獣保護区 、 特定猟具使用禁止区域等を指定し、 設置した標

識の管理を行う 。

! 3 事業の現状及び課題

野生鳥獣と人間社会との軋轢や希少野生動物保護の問題を背景に、 種の保護管理の一端を担

う捕獲者の養成を図る観点からも 、 狩猟制度の管理 ･運営を行う必要性は高い。 ･

しかしながら 、 狩猟者の減少 ･高齢化が顕著であり 、 狩猟者確保が喫緊の課題となっている 。

●担当 : 生活環境部 公園 自然課 自然環境保全担当 電話0857‐26‐7872

参考URL

鳥取県公園 自 然課のwebサイトよ り

｢野生動植物｣

httq] : ′//M肌跳んNJ2ref.tottori . I g｣ p/dd .as證×?menu id=95703

援 外来種防除事業 l

葱 1 事業の 目 的

外来生物法などに基づき 、 鳥取県外来種検討委員会で、 外来種への生息 ･ 生育 、 被害の現状

及び防除方法等を検討し明 らかにするとともに 、 効果的な防除方法の開発 ･ 実証、 県民との協同

により 防除の推進を図る 。

影 事業の内容

( 1 ) 検討委員会による外来種の防除に係る検討

生息 ･ 生育状況等の把握、 防除方法の検討を行うため 、 学識経験者等による検

討委員会を設置する 。

( 2 ) 生物多様性保全重点水域の設定

湖沼 ･河川等で自然環境の希少性等を考慮して、 当該地の環境保全を 目 的とし

た水域を設定し 、 下記の取り組みを行う 6 (鳥取市多鯰ヶ池など)

･ 委託により生物現況調査を行い、 外来魚が及ぼす影響を把握する 。

･ 電気シヨツカーを利用 した外来魚の駆除を実施する 、

(3 ) 外来生物捕獲技術講習会

狩猟者の養成講習や捕獲を行うための講習に併せて 、 外来生物防除の講習会を併

せて実施する 。

! 3 事業の現状及び課題

くり 外来種による在来種の捕食 (ブラックバス等) 生態系の破壊、 農林水産業、 人

の生命等への影響が深刻化しつつある 。
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( 2 ) 本県では 、 平成 1 8外来生物実態調査の結果から 、 特定外来生物5種 (ヌート リ

ア 、 アライグマ 、 ブラックバス 、 ブルーギル 、 オオキンケイギク) につ し 、て重点的対策に

取り組むこととした 。

( 3 ) 農林水産業被害の防止に向けて 、 農林水産部と連携したヌートリア 、 アライグマの

防除推進

※防除実施計画に基づく取組

(4 ) ため池における外来魚防除の試行的実施

※電気ショッカーによるブツラクバスの駆除実験を本年度も継続実施する 。

●担当 : 生活環境部 公園 自然課 自然環境保全担当 電話0857‐26‐7872

参穹 U責L

鳥取県公園 自然課のwebサイトよ り

｢野生動植物｣

h忙中 ://www.pref.toはori . I g｣p/dd .aspx?menu id=95703

◆ 稀少野生動植物保護対策事業 l
箋 1 事業の 目 的

鳥取県希少野生動植物の保護に関する条例に基づき 、 希少野生動植物の保護管理及び自然

生態系の保全 ･再生を県民との協働により実施する 。

嚢 2 事業の内容

( 1 ) ｢希少野生動植物｣ 、 ｢特定希少野生動植物｣の指定見直し

平成2 1 ~ 22年度にかけて行ったRDB改訂作業でとりまとめ られた ｢新レッドリス

ト ｣ を基に 、 条例に基づく希少種等の種の指定を見直す検討会を開催する 。

( 2 ) 特定希少野生動植物4 1 種について各保護管理計画に基づき 、 保護管理事

業を実施する 。

区

分
内 容 備 考

保護型

( 28

種)

モニタリング

調査

人による積極的な管理を必要としないが 、 生育 (繁殖)

状況の把握のためモニタ リング調査が必要な種。 (ス

ギラン、 タキミシダ、 エゾカワラナダシコ等)

管理型

( 1 3

種)

保護管理団

体による保護

管理事業

生育地周辺の草刈など 、 人による積極的な管理が必

要な種。 (コアジサシ 、 オオエゾデンダ、 オキナグサ等)

(3 ) 生物多様性GISシステムの保守管理

･システム運用サポート

･ 簡易解析、 データの追加保守

I 3 事業の現状及び課題
特定希少野生動植物の保護や保全に資するため 、 生息状況のモニタリングや生息地の管理 (草

刈等) を実施する保護団体数の増加に向けた団体の掘り起こしを行ってきた 。

しかしながら 、 保護団体数が伸び悩んでおり 、 H 22年度から実施しているRDB ( レッドデータブッ

ク ) 改訂作業を踏まえて、 新たな希少野生動植物の保護管理団体の掘り起こしに努める必要があ

る 。
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●担当 : 生活環境部 公園 自然課 自然環境保全担当 電話0857‐26‐7872

参考URL

鳥取県公園 自 然課のwebサイトよ り

｢希少野生動植物の保護｣

対比鉱//www.pref.to忙ori . I gJp/dd .asp×?menu i d二957 6 7

簑 内水面資源生態調査

鼾 事業の 目 的
0河川の重要魚種であるアユの資源状況を把握し 、 アユ資源回復プランの効果を検

証するとともに 、 不漁の原因究明および対策を検討する 。

0東郷池のヤマトシジミの資源状況を把握し、 適正な資源管理のための基礎データを

収集する 。

0遺伝的多様性に配慮した放流に頼らなし 、増殖手法を推進するため 、 千代川漁

協、 天神川漁協と協働で渓流魚の人工産卵場を造成し、 産卵効果を検証する 。

0ミトコンドリアDNA分析による在来個体群の生息域推定を行い 、 在来魚保全ゾーン

としての活用や、 人工産卵場造成推進のためのデータとする 。

! 2 事業の内容
( 1 ) 天神川 、 日 野川および千代川におけるアユ資源生態調査および不漁原因解明

調査

(2 ) 東郷池におけるヤマトシジミ資源調査

(3 ) 千代川および天神川水系における渓流魚の人工産卵場造成、 在来個体群推

定生息域に生息する渓流魚のミトコンドリアDNA分析

叢 3 事業の現状及び課題
○アユについては 、 ｢資源回復プラン｣ に基づき施策等が実施されているが不漁が継

続。 不漁原因を明らかにする必要がある 。

0東郷池のヤマトシジミは 、 平成1 3年に激減し 、 .その後回復基調にあるが･ 最適漁獲

方法の提言まではなされてない。 " . ･

0渓流魚については 、 ｢生態系に配慮した増殖指針｣ .( H22年水産庁) が示されてお

り 、 本県でも本指針を推進していくため 、 効果を検証していく必要がある 。

くコイの産卵行動)
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く ワカサギ)

●担当 " 栽培漁業センター生産技術室 電話0858 一 34一33 2 1

参考URL

鳥取県栽培漁業センターのwebサイ トよ り

｢栽培漁業センター｣

h性p ://www.pref.to性orugJp/dd .asp×?menu i d= 1 54053

蓑 簡易魚道整備実験事業

鼾 事業の 目 的
アユ等の遡上阻害している堰堤への簡易魚道等の設置 ･普及を図り 、 魚類の資源回復を図るこ

とを 目 的とする 。

l 2 事業の内容
各水系 (千代川 、 天神川 、 日 野川 ) ごとに魚道設置検討会を設立し、 個 々 の堰堤の魚類の遡上障

害軽減策については下部組織として堰堤部会を設けて関係者間で検討を行う 。

事 事業の現状及び課題
○天神川水系魚道設置検討会および羽合堰部会、 千代川における魚類の遡上改

善策検討会の開催

0平成22年 1 1 月 1 9 日 (金) に中部総合事務所会議室において 、 天神川水系魚道

設置検討会を開催し、 出席者の間で検討会の設立が了承された。 併せて 、 改修が予

定されている羽合堰について 、 関係者による羽合堰部会が開催された。 羽合堰の魚道

については 、 検討で出された意見をもとに改善案を検討中である 。

●担当 : 農林水産部 水産振興局 水産課漁業振興担当 電話0857‐26‐73 1 7

参考URL

鳥取県水産課のwebサイ トよ り

｢水産課｣

対比里 ://wWW.pref.tottori . l且』 p/dd .as臣x?menu i d=44462

艶 欠のページ

　 　　　　　　　
の問題を報告
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密鯖鰓★ゎせ 総 懐 い お 垂せイ トマッブ

5 . 自然がもたらす恩恵を持続的に享受できる健全

な自然生態系の確保

5 2 生物多様性 ･健全な自然生態系の保
全

駿 里地里山環境再生総合対策事業 (集落型里山林整備モデル事業 )

慶 事業の 目 的

放置され荒廃した里山の公益的機能や景観を向上させるため 、 集落等が主体となって取組を行

い 、 里山林の環境整備を図る 。

箋 2 事業の内容

( 1 ) 鎮守の森等整備事業 (修景杯整備事業)

･景観向上のための花木 、 果樹 、 紅葉する木の植栽、 広葉樹林内の整備等)

( 2 ) 集落周辺整備事業

･ 簡易施設 (展望台 、 木製ベンチ、 木製標識の設置等)

･ 作業道の整備 (散策路、 歩道等)

( 3 ) 鳥獣防止緩衝帯整備事業

･ 森林内における刈 り払い 、 除伐等

(4 ) 里山復活対策事業

･ 防竹帯の整備

･ 里山資源活用推進(竹等の刺活用に必要な薪割機、 炭窯等の整備)

･ ナラ枯れ対策 (粘着バンド設置)

事 事業の現状及び課題

中山間地域の過疎化 ･ 高齢化などにより耕作放棄地や手入れがなされなし 、森林が増加し 、 地域

の人々の生活や生産活動によって育まれてきた 自然環境や里山環境が失われつつあるため 、 以
下の問題が発生している 。

0植物の生息 ･ 生育環境の質の低下 : 里地里山の環境に依存する動植物種の衰

退 ･喪失

0人と野生鳥獣の軋轢の深刻化 : クマの大量出没、 イノシシやニホンジカによる鳥

獣被害の発生

0景観や国土保全機能の低下 : 耕作放棄、 ナラ枯れ、 竹林拡大による生物多様

性や公益的機能の低下

0管理の担い手の活力低下 : 人 口 の減少や高齢化による管理者の不足

このため 、 集落周辺森林の継続的維持管理や里山林の再生などの地域特有の生物多様性を

保全する取組を進め 、 地域における 自然環境意識の醸成等を図る必要がある 。
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･ 籍鰔繍聡嫌籟湖隣鰹離籍群 紙沸雑費ゆ鮮悲報もも 爛開講"

↓ 疵搬寮緻密饑事鱗 【窯穣 喩を枦期蟄鵞鹸截峨や歩蓬癬馨甑3

･ 無曲撫滋囃離鼾鉾#笹機慈蕪, 熱田箕離諺賤籍静 廿辱箔鸚雑響き

●担当 : 農林水産部 森林 ･林業総室電話0857‐26‐7335

参考URL

鳥取県森林 ･ 林業総室のwebサイトより

｢森林 ･ 林業総室｣

対比p ://www.pref.to性ori . l gJ p/dd .asp×?menu i d二99 9 1 6

前のページヒーヨ

　 　 　 　 　　
解問題癰報告
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5 . 自 然がもたらす恩恵を持続的に享受できる健全

な自然生態系の確保

5 . 3 農地、 森林等の持つ環境保全機能の農
確保

秦 莪 保安林整備事業 (治山事業) ;

棄 1 事業の 目 的 ･

県の森林面積の47%を占める保安林の機能 (水源のかん義、 土砂の流出 ･ 崩壊の防備、 飛砂

の防備等) を維持強化するための整

備を行う 。

学 事業の内容

( 1 ) 保育事業

治山事業で施行した保安林及び水源地域で機能の低位な保安林について 、 下刈 、 雪起、 除伐

並びに本数調整伐等を実施。

( 2 ) 保安林改良事業

雪害等の気象災害、 マツクイムシ被害等により被災した保安林について、 植栽等を実施。

艶 事業の現状及び課題
0治山事業は、 森林の維持造成を通じて山地に起因する災害から国民の生命 ･財産を保全し 、 ま

た 、 水源のかん義、 生活環境の保全 ･ 形成等を図る極めて重要な国土保全施策の-つであ り 、 安

全で安心できる豊かな暮らしの実現を図るうえで必要不可欠の事業である。

0うち保安林整備事業では、 気象災害や病虫害等により水土保全機能等が低下した保安林に対

して、 本数調整伐 (間伐) や植栽等による森林施案を適切に実施することにより 、 森林の持つ公益

的機能を回復させ 、 保安林の指定 目 的が果たされるよう復旧を図っている 。

0今後とも 、 植栽や本数調整伐を適切に実施し 、 奥地の水源林や海岸の飛砂防備 ･ 防風保安林

等において 、 保安林の公益的機能の復旧 ･維持を図 り 、 人家や農地、 公共施設等を保全し、 県民

の安全 ･ 安心を守っていく必要がある 。

●担当 " 農林水産部 森林･林業総室 森林づくり推進室 電話0857‐26‐7335

参考URL

鳥取県森林 ･林業総室のwebサイ トより

｢森林の保全｣

ht軽≧ :ノノWWW.p ref.tottori . l gJp/dd.aspx?men u id= 1 00547
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襄 1 事業の 目 的

( 1 ) 森林の維持造成を通じて山地に起因する災害から国民の生命 ･ 財産を保全する 。

( 2 ) 水源のかん義、 生活環境の保全 ･ 形成等を図る 。

叢 2 事業の内容

( 1 ) 荒廃森林等の復旧 ･ 整備等

(2 ) 水源かん養機能や土砂流出防止機能等を維持強化するため 、 森林の整備等

(3 ) 異常な天然現象による施設及び新たに発生した荒廃森林等において復旧整備

! 3 事業の現状及び課題

近年、 林業経営の悪化により 、 森林の荒廃が進み 、 さらに 、 台風や集中豪雨等の異常気象によ

り 山地災害が多発する傾向にあり 、 整備が追いついてし 、ない状況にある 。

｢鳥取県の将来ビジョン｣ において ｢平成30年度末の山地災害危険地区 (3 , 37 4箇所) 整備率

38%｣を掲げており 、 目 標達成に向 け、 緊急度の高い箇所から順次、 計画的に整備を行っていく

必要がある 。

蔑雨により 山腹崩壊が発生し、 崩壊地の復旧を図るため、 山腹工 森林の回復状況
森林が著しく荒廃した 。 を実施山森林の機能回復を図っ た 。 (平成1 5年)

(昭和47年) (昭和49年)

●担当 : 県土整備部 治山砂防課 治山係 電話0857‐26‐7695

参考URL

鳥取県治山砂防課のwebサイトよ り

｢治山事業とは｣

http ://WWW里ref.tottori . 1 g｣ p/dd .as型X?menu i d=66 1 2 1

l 叢 とっと り 環境の森づくり事業 l
韮 1 事業の 目 的
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県民全体が恩恵を受け 、 県民共通の財産である森林の公益的機能 (水資源のかん義、 県土の

保全等) を持続的に発揮させるため 、 広く薄く偏りのない森林環境保全税による県民の負担により

森林の保全を行うとともに 、 森林を県民みんなで守り育てる意識の醸成を図る 。

箋 2 事業の内容
( 1 ) とっとり環境の森緊急整備事業

手入れがされず放置された奥地の水源林などを対象に 、 間伐や荒廃地の条件整備を行ない森

林の機能回復を図る 。

( 2 ) とっとり 県民参加の森づくり推進事業

ボランティア 、 NPO団体等が実施する森づく りへの参加を促す森林体験企画等を支援

(3 ) 保安林の保全 ･ 整備 ･

･ 保安林の間伐を支援 (所有者負担を1 .5割に軽減)
･ 作業道の整備を支援 (所有者負担をt .5割に軽減)

(4 ) 竹林対策

竹林の拡大防止及び適正管理を支援6

･ 竹林の伐採 ･植林ん 森林への侵入竹の駆逐を支援 (所有者負担を1 .5割に軽減)

･ 放置竹林の抜き伐り 、 循環利用型皆伐、 竹林整備のためのアクセス道開設を支援

･竹林整備実施個所の効果検証

(5 ) 森林景観対策

景観向上のための枯損木の伐採等を支援

(6 ) 再造林による森林再生

モザイク林造成のための再造林を支援 (所有者負担を 1 .5割に軽減)

(7 ) 制度の普及啓発

税の仕組み、 使途事業などの県民周知 (各種広報)

! 3 事業の現状及び課題

事業の周知が進み、 税収を超える実施要望があるため 、 今年度から補助率を下げて実施してい

る 。

●担当 : 農林水産部 森林･林業総室 森林づくり推進室 電話0857一26‐7335

参考URL

鳥取県森林 ･林業総室のwebサイトよ り

｢森林環境保全税｣

h忙中://www.p ref,toはori . Ig｣豊/dd .aspx?menu i d= 1 00906

l 木造住宅生産者団体活動支援事業

叢 1 事業の 目 的

木造住宅への県産村利用促進や伝統技術の普及 ･継承に取組む民間団体を支援し 、 もって地

場産業を振興するとともに 、 県産村の需要拡大を通じて森林環境の保全に資する 。

菱 2 事業の内容
木造住宅生産者団体が県民を対象に実施する 、 県産材を利用 した木造住宅の普及、 伝統技術

の普及等を 目 的とした取組みを支援する 。
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補助率 : 1 /2 (国 1 /2 、 県 1 /2 )

霧 3 事業の現状及び課題

現状 : 複数の地元工務店が連携して 、 イベントの企画、 運営を行うことにより 団体としての結束

力の向上や地元建築業界の育成に繋がっている 。

課題 : 木造住宅に係る生産者団体の企画力向上させ 、 県民に広く木造住宅の魅力を伝えるこ

と 。

●担当 : 生活環境部くらしの安心局 住宅政策課 企画担当 電話0857‐26‐7408

参考URL

鳥取県住宅政策課のwebサイ トよ り

｢木造住宅生産者団体活動支援事業｣

h忙中 ://www.pref.to性ori . lg｣里/dd .aspx?menu i d= 1 7 685

嚢 1 事業の 目 的

( 1 ) 県産材の需要拡大を通じて森林環境の保全 ･改善並びに住宅建設における環

境負荷低減に取り組む

( 2 ) 地場産業の振興を推進し、 地域の職人技術 ･住文化の継承を支援する

(3 ) 一定の環境性能を満たす住宅の普及を推進することにより 、 環境に配慮した住

まいへの誘導 ･意識啓発を強化する

箋 2 事業の内容

[新築に対する助成]

県産材を1 5m3以上使用して木造一戸建て住宅を建設又は購入する場合、 次の助成を実施

■県産材活用への助成

県産材使用 1 m3あたり 2万円を助成 (上限40万円 ) 、 県産JAS製材を使用する場合は1 m3あたり

9千円を上乗せ助成 (上限1 8万 円 )

■伝統技術活用住宅への助成

在来軸組工法の住宅で、 次のうち2種以上の伝統技術を活用する場合、 定額1 5万円の助成を

上乗せ

(木材の手刻み加工、 外壁下見板張り 、 左官仕上げ、 日本瓦葺き 、 木製建具)

■環境配慮住宅への助成

環境に配慮した住宅として次の全ての要件を満たす場合は 、 定額7万円の助成を上乗せ

･ 戸建住宅の環境性能を評価するシステム｢CASBEEとっとり 戸建｣の評価結果

箋 環境にやさしい ･ 木の住まい助成事業
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がAランク以上

･ ｢CASBEEとっと り 戸建｣ の重点評価項 目 の得点が1 5点以上

･ 次のうち 2つ以上の省エネルギー対策等を実施

(開 口 部及び外壁 ･ 屋根 ･天井 ･ 床の断熱施工 、 外壁及び屋根の高遠熱性塗装 、

高効率冷暖房機器等の省エネルギー設備、 太陽光発電等の 自然エネルギー利用

設備、 その他住宅における環境負荷軽減に資する取組)

[改修に対する助成]

県産材を 1 m3以上使用して一戸建住宅又は共同住宅の改修等を行う場合、 次の助成を実施

■県産材活用への助成

県産村使用量 1 m3あたり 2万を助成 (上限20万円 ) 、 県産JAS製材を使用する場 合は 1 m 3あた

り 9千円を上乗せ助成 (上限9万円 )

事 事業の現状及び課題

新築、 改修ともに申請件数は増加し 、 県産材の使用量も増えていることから 、 県産村の需要拡

大、 地場産業の振興といった 目 的に対し-定の効果を挙げているd

課題としては県産材活用に対する上乗せ助成である伝統技術活用住宅 ･環境配慮住宅助成の

利用促進~ 県民 ･事業者へより一層制度のPRを行うことが挙げられる。

●担当 : 生活環境部くらしの安心局 住宅政策課 企画担当 電話0857‐26‐7408

参考URL

鳥取県住宅政策課のwebサイ トより

｢環境に木の住まい助成事業J

h忙中://WWw.pref.to性ori . Ig｣豊/dd.aspx?menu i d= 1 7 6 75

l 熟 農地を守る直接支払事業 ;

淺 1 事業の 目 的

中山間地域の農業 ･農村地域が有する水源かん養機能、 洪水防止機能等の多面的機能によ

り 、 下流地域の都市住民を含む多くの国民の財産や豊かな暮らしが守られている 。

一方、 中山間地域では高齢化の進展の中で、 平地に比べ 自然的 ･経済的 ･社会的条件が不利

な地域であることから 、 担し 、手の減少、 耕作放棄地の増加等により 、 多面的機能が低下し、 結果

的に国民全体にとって大きな損失が生じることが懸念されている 。 、

このような状況を踏まえ 、 中 山間地域における農業生産の維持を図りながら 、 多面的機能を確

保するために平成1 2年度から全国で中山間地域等直接支払制度 (県事業名 : 農地を守る直接支

払事業) が実施されている 。

! 2 事業の内容

中山間地域等において 、 農業の生産条件に関する不利を補正するための支援を行うことによ

り 、 農業生産活動や多面的機能の確保を図る 。

【対象地域】

( 1 ) 特定農山村法、 山村振興法、 過疎法に指定されている地域 (3法指定地域)

( 2 ) 1 .以外で知事が指定した地域

･ 農林統計上の中間農業地域及び山間農業地域

･ 3法指定地域に地理的に接する地域

･ 農林業従事者割合 、 入口集中地区からの距離、 入口減少率等が一定の要件を
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満たす地域

【対象行為】

対象地域内の農業生産条件の悪い農地について、 耕作放棄の防止等を内容とする集落協定又

は認定農業者等が耕作放棄される農地を引き受ける場合の個別協定に基づき 、 5年以上継続さ

れる農業生産活動等

【実施市町村】

1 7市町村 (対象地域のない境港市及び 日 吉津村を除く県内全市町) において実施中

●担当 : 農林水産部 農地 ･水保全課 企画 ･保全支援担当 電話0857‐26‐7334

参考URL

鳥取県農地 ･ 水保全課のwebサイ トよ り

｢ 中山間地域等直接支払制度｣

httq【〕 ;//WWW.pref.tottori . I gj p/dd .aspx?nnenu id=644 1 2

莪 ため池等整備事業

! 1 事業の 目 的
老朽化の進んだ農業用ため池の改修整備を行い 、 継続して営農に使用できるようにするととも

に大雨等による決壊等を未然に防ぎ、 周辺地域の浸水被害を防止する 。

叢 2 事業の内容

( 1 ) ため池整備工事

災害発生のおそれがあるため池の整備

･堤体工 、 洪水吐 ･ 斜樋工の改修

･ 土砂浚藻工

( 2 ) 取り組み状況

【平成23年度】

県営 3地区 (鳥取市、 倉吉市) 実施

●担当 "農林水産部 農地･水保全課 農村整備室 電話0857‐26‐7325

参考URL

鳥取県農地 ･水保全課のwebサイトより

｢ため池等整備事業｣

対比中://www.pref.to性ori . l g｣豊/dd .aspx?menu id=4 1 394

箋 有機 ･ 特別栽培農産物等総合支援事業

執 事業の 目 的

有機 ･特別栽培農産物の生産を推進するため 、 平成 1 9年 1 2 月 に策定した ｢鳥取県有機 ･特別

栽培農産物推進計画｣ に基づき、 栽培技術の体系化を図るとともに 、 研修会等を開催し生産者の

育成強化を図る 。 また、 消費者に向けて生産者の取組や制度等を積極的にPRしていく 。

叢 2 事業の内容
( 0認定 ･認証業務
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･ 有機農産物の認定 ･ 特別栽培農産物の認証業務

( 之 ) 技術開発と普及
･ 有機実証モデル展示ほの設置 ( フか所)

･ 有機 ･ 特栽農業推進塾の開催 (年4回 )

･ 地域研究会の開催 (県内3か所)

･ 有機のたまご育成事業 (有機志向生産者に対する有機JAS認定事業者による 【ま

場での栽培指導)

･ 有機 ･ 特栽生産技術支援事業

( 3 ) 消費者PR

･ 講演会 ･ シンポジウムの開催 (年 1 回 )

･ 直売 ･ イベントでの展示PR

(4 ) 販路開拓 ･ 情報発信

･ ;肖費者交流 ･ マッチング支援事業

(5 ) 事業推進

･ 有機 ･ 特栽推進協議会の開催 (年 1 回 )

緊 3 事業の現状及び課題

( 1 ) 現状

鳥取県特別栽培農産物認証面積

220団体 1 , 007 ha (平成23年3 月 末現在 )

県内有機農産物認定面積 (県外認定含む )

23 団体 43 ha (平成23年3 月 末現在)

( 2 ) 課題

･ 生産技術の体系的整理が不十分で、 減収リスクが大きい

･ 小規模生産者が多く 、 自 力での販路開拓が難しい

･ 生産者間のつながりができつつあるが、 技術 ･ 販路等の情報を交換する機会が必

要 ‘

･ 消費者 ･ 生産者の有機 ･ 特栽制度自体の認知が不十分

●担当 : 農林水産部 生産振興課 生産環境担当 電話0857-26‐74 1 5

参考URL

鳥取県生産振興課のwebサイ トよ り

｢環境にやさしい農業の推進、 農薬の適正使用に関すること ｣

http ://WNい“.pref.tottor i . IgJp/dd .aspx?menu i d二63864

! 農業資材適正使用推進対策事業

! 1 事業の 目 的

肥料及び農薬の販売業者等に対する監視指導を行い 、 肥料の品質保全と適正な農薬の保管管

理を図るとともに 、 県民への適正な使用について普及啓発を実施する 。

箋 2 事業の内容

( 1 ) 農薬安全使用推進対策事業 (農薬取締法に基づく事務等)

･ 農薬の適正使用の指導及び啓発

･ 農薬販売店の届 出に係る事務

･ 農薬販売店への立入検査

･ 農薬適正使用推進研修の実施
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農薬の販売者及び使用者に対し、 農薬に関する正 しい知識や関係法令の内容を

周知するための研修会を開催

( 2 ) 肥料対策費 (肥料取締法に基づく事務等)

･ 肥料販売業者、 特殊肥料の生産業者の届 出に係る事務

･ 普通肥料の登録に係る事務 (有機質肥料等に限る )

箋 3 事業の現状及び課題

･監視指導計画に基づき農薬販売店へ定期的な立入検査を実施

･ 農薬危害防止運動の実施 (6月 ~ 9月 )

･ 農薬適正使用推進研修会の開催を計画

ベルで確報 ･離職総

麟 取 禦
平成変 容宅暮趨 t 目 ~ 8崑3 惟 隠 秘

●担当 : 生活環境部くらしの安心局 くらしの安心推進課 食の安全担当 電話 : 0857‐26‐7247

参考URL

鳥取県くらしの安心推進課のwebサイトよ り

｢農薬 ･ 肥料｣

h忙中://www.pref.to性ori . lg｣ロノdd .aspx?menu id=43260

! エコファーマーの推進

I 1 事業の 目 的

堆肥による土づくり と化学肥料 ･ 化学農薬の使用の削減を一体的に行う持続性の高い農業生産

方式の導入を促進する 。

くエコファーマーについて)

エコファーマーとは ｢持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律｣ に基づ き 、 堆肥

等を使った土づくり と化学肥料 ･ 化学農薬の資料の低減を一体的に行う農業者 の愛称である 。

環境保全型農業に取り組む農業者を支援するため 、 持続性の高い生産方 式の計画 ( 目標年 : 5

年後) を立てた農業者を県が認定する 。

I 2 事業の現状及び課題
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鳥取県内のエコファーマー数 (平成22年度末) 4 , 07 1 件 (再認定を含まない )

, .
●担当 : 農林水産部 生産振興課 生産環境担当 電話0857‐26‐74 1 5

参考URL

鳥取県生産振興課のwebサイトよ り

｢エコフアーマー｣

http ://www.pref.toはori 。 I gJ p/dd .asP×?menu i d二42492

日次のページ

　 　 　 　　　　　　
の問題皺報告
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礬鯖畿、念ねせ 蝋 使 い 鷲 並せイ トをラブ

恩

保ぼ 饑生態系の

5 . 3 農地、 森林等の持つ環境保全機能の
確保

箋 花粉の少なし、スギ優良品種苗木生産技術の確立

I 1 事業の 目 的

県と林木育種センターが連携し開発した少花粉スギ品種である八頭8号 ･ 5号 ･ 1 1 号の県内外

への苗木出荷を図るため 、 発根性を高めるなど効率的な苗木生産技術を確立する 。

嚢 2 事案の内容

効率的な苗木生産を行うため 、 挿し木発根率向上試験、 交配裏生苗からの挿し木試験を行い、

少花粉スギ苗木の生産技術を開発する 。

淺 3 事業の現状及び課題

花粉症対策として花粉の少ないスギの造林が求められてし 、るが、 少花粉スギ品種は無性繁殖

uこくい性質があり苗木の大量生産にはいたっていない。

<発根した花粉の少ないスギ挿し穂>

●担当 :農林水産部 農林総合研究所 林業試験場 森林管理研究室 電話0858‐85‐25 1 1

参考URL

農林総合研究所林業試験場のwebサイ トより

h忙塑://wWW.pref,to性ori . l gJ p/dd .aspx?menu i d二70824

i l 鳥取県農業農村整備事業の環境配慮に係る意見交換会 l

鮒 事業の背景
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農業農村整備事業のうち農業生産基盤整備を行う土地改良事業については、 平成 1 3年の土

地改良法改正により 、 事業実施の原則として ｢環境との調和に配慮すること｣が位置付けられた。

このため 、 自然との共生の持続性を確保するとともに 、 客観性と透明性を確保した仕組みを設け

ることが必要となった。

溌 2 事業の内容

農業農村整備事業の実施に際し 、 学識経験者や農村居住者等で構成する第三者委員会 (常任

委員6名 、 非常任委員数名 ) を組織し、 意見を聴取するための委員会を開催。

対象地区は 、 新規着手予定地区及び大幅な計画変更を予定してし 、る地区とし 、 意見交換の結

果は、 ホームページ上で公開 。

野 3 これまでの取り組み状況

【平成22年度】

県営 = 地区 (鳥取市 、 倉吉市、 琴浦町 、 大山町 、 米子市他) 実施

団体営 1 0地区 (倉吉市、 大山町他) 実施 .

●担当 " 農林水産部 農地 ･水保全課 農村整備室 電話0857‐26‐7325

参考URL

鳥取県のwebサイ トよ り

｢鳥取県農業農村整備事業の環境配慮に係る意見交換会 ｣

httP ‐乙乙db ‐ Pref.tottori ‐ I D/sh i n官i ka i ‐ n s乾032e6d23市d4a6335492568Cbom 9763 1 /84ab9C9a8b2d598749256C6 1

0penDocument

l廳場回復基礎調査 l
叢 1 事業の 目 的

( 1 ) 全国的に藻場喪失 (磯焼け等) が懸念されているところであり 、 鳥取県の代表的な
磯場における藻場の状況を把握する 。

( 2 ) アカモクやヒジキなど未利用および有用海藻の効率的な採集方法の提言や、 増殖

方法について検討する 。

( 3 ) クロ メを対象として 、 深場での藻場造成技術を開発する 。

◆ 淺 2 事業の内容

(○磯焼けが生じてないか確認するため 、 県東中西部3地点における藻場の定点観察

を行う 。 また 、 この 3定点に加えて 、 1 999年に行われた全県的な藻場調査で、 植生が

豊かであった地点の藻場において 、 現在の海藻の繁茂状況を調査し、 磯焼けの有無

の確認や1 999年の海藻の繁茂状況との比較を行う 。

(2 ) アカモク 、 ヒジキ 、 ワカメの増殖試験を関係者と連携して行う 。 また 、 アカモクの生殖

器床を採集の指標とした効率的な採集方法の提言を行う 。

( 3 ) クロ メの移植試験を行う 。

I 3 事業の現状及び課題

( 1 ) 典型的な磯焼けは見られないが、 局所的に草食性魚類等によるアラメの食害が見

られる 。

( 2 ) 近年一部の漁場において 、 ワカメやイシモズクの繁茂が見られない状況。

(3 ) 漁業者からは 、 上記の減少原因の究明や藻場の植生の回復が求められている 。
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くアカモク 〉 ( ヒジキ)

●担当 : 農林水産部栽培漁業センター生産技術室 電話 : 0858‐34‐332 1

参考URL

鳥取県栽培漁業センターのwebサイ トよ り

http ://vM内M.Rref.toセtorL應JP/dd .aspx?nnenu i d= 1 54053

鼾 事業の 目 的
県内の森林の有する多面的な機能に応じた整備を進めるため 、 一定の要件を満たす森林整備

に対して支援を行い 、

また 、 森林整備を通じて 、 山村地域の持続的かつ健全な発展をはかる 。

霧 2 事業の内容

( 1 ) 人工造林

( 2 ) 下刈 り

( 3 ) 雪起こし

(4 ) 倒木起こし

( 5 ) 枝打ち

(6 ) 除伐等

(7 ) 間伐

(8 ) 更新伐

(9 ) 付帯施設整備

( 1 0 ) 森林作業道整備

許 事業の現状及び課題

間伐の推進については、 除間伐に対する上乗せ補助により間伐面積が増加しており 、 着実に間

伐の推進が進んでいる 。

また竹林の拡大防止については、 竹林の林種転換が積極的に実施され 、 荒廃竹林の拡大防止

への取り組みが広がっている 。

一方、 県内の人工林は現在1 0齢級 (46年生から50年生) 程度のものが最も多く分布し、 齢級構

成に偏りが見られるが、 これは 、 戦後に造成された人工林資源の充実により 、 多 くの人工林が木

材として利用可能な時期を迎えつつあるということである 。 このため 、 集約化と計画的な路網整

備 ･搬出間伐等を推進し、 低コストで持続的な林業経営を促進するとともに 、 主伐後等には植栽に

よる再造林を確実に実施させることが必要である 。
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●担当 : 農林水産部 森林 ･林業総室 森林づくり推進室 電話0857‐26‐7305

参考URL

鳥取県森林 ･ 林業総室のwebサイトよ り

｢森林整備の推進｣

対比塑 ://www.pref.to性orug｣ p/dd .aspx?menu id= 1 00546

前のページL-

　　　　　　
の問題を報告
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5 . 自然がもたらす恩恵を持続的に享受できる健全

な自然生態系の確保

5 . 4 人と 自然とのふれあいの確保

叢 ;地域 自立活性化交付金事業 (湖 山池 )

鬚 1 事業の 目 的
親水護岸整備や浅場造成等により 、 景観改善や水質浄化を図 り 、 良好な水辺空間の確保と保

全に取り組む 。

学 事業の内容

護岸工 (なぎさ護岸) 付帯エ ー式

管理道路工 L=530m

許 事業の現状及び課題

湖山池周辺のコンクリート護岸が老朽化し、 護岸がはらみ出 し 、 土砂が池へ流出 して護岸背面

が陥没し、 危険な状況であった 。

また 、 直立護岸のため 、 季節風による波しぶきが背後住家へ飛散する問題もあった 。

さらに 、 近年 、 流域の宅地化等により 、 水質や水辺の景観が悪化している 。

●担当 : 県土整備部河川課 計画担当 電話0857‐26‐7379

参考URL

鳥取県県土整備部河川課のwebサイトよ り

｢河川課｣

httu【) ://WWW.pref.tottori . lgj p/dd .as型×?menu i d=28 1 43

! ふれあい集う森の発見事業 (森のいろは塾)

萎 1 事業の 目 的

広く小学生等を対象にして 、 試験場研究員の 日 ごろ培った知識及び技術等を活用して森林内

での体験学習 、 木工教室等を実施し、 森林 ･林業の大切さや 、 木材の良さへの理解を深める 。

箋 2 事業の内容

4つの体験型講座 (昆虫の世界を探検/森の木々を調べる/木で染めよう/木工品を作ろう )

を林業試験場構内 、 2 1 世紀の森で実施する 。
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く木工品を作ろう) く森の木々を調べる )

●担当 : 農林水産部 農林総合研究所 林業試験場 森林管理研究室 電話0858‐85‐25 1 1

参考URL

農林総合研究所林業試験場のwebサイトよ り

h性p ://www.pref.toはori . IgJp/dd .aspx?menu i d=70824

叢 野生動物ふれあし、推進事業

! 1 事業の 目 的

｢鳥獣の保護を図るための事業を実施するための基本的な指針｣ ( H 1 9環境省告示 ) 及び ｢第 1 0

次鳥獣保護事業計画｣に基づき、 傷病鳥獣の救護等の各種事業を実施する 。

! 2 事業の内容

( 1 ) 傷病鳥獣の救護

負傷、 衰弱 、 幼少等の原因で収容された野生鳥獣の 自然界への復帰を 目 指して、 動物病院等

に治療を委託する 。

( 2 ) 愛鳥モデル枝の指定 ･育成

野鳥保護教育の取組が盛んな小中学校を愛鳥モデル枝に指定し、 授業等で野鳥の巣箱や愛

鳥週間ポスターの作成、 野鳥観察会~ 野 鳥学習会等を行うのに要する経費を助成する 。

( 3 ) 愛鳥ポスター ･ 巣箱コンクールの開催

鳥獣愛護の精神涵養に資するため 、 愛鳥週間用ポスター原画募集の全国コンクールに併せて、

県主催の図案コンクールや 、 野鳥の 巣箱コンクールを実施する 。

(4 ) 鳥獣生息状況等の調査

鳥獣保護区等での鳥獣生息状況、 渡り鳥の渡来状況、 オシドリ及び猛禽類の生息状況等を把

握するため 、 委託により調査を実施する 。

l 3 事業の現状及び課題

0傷病鳥獣の救護を行うことにより 、 絶滅危惧種等を含む鳥獣の野生復帰を図り 、 種の保全や、

環境のモニタリングに資することができるが、 救護期間の長期化や救護経費の増加に対応するた

め 、 今年度より救護対象鳥獣の限定と 、 治療期間の基準を明確化する 。 ‐

0愛鳥活動をとおして 、 子供たちの 自然環境保全意識の普及と愛鳥思想の高揚を図るとともに 、

コンクール開催を広く世間に広報し 、 県民の野生鳥類に対する保護思想の普及を図る 。

このため 、 愛鳥モデル枝の指定は重要であり 、 今後も指定校増への取組を継続する 。

●担当 : 生活環境部 公園 自然課 自然環境保全担当 電話0857‐26‐7872
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参考URL

鳥取県公園 自然課のwebサイトよ り

｢平成2 1 年度愛鳥週間ポスターの入賞者｣

htロエ//WWM.塑ref.tottori ･ Ig｣p/dd ･asp×?menu id= 1 05434

韮 鳥取砂丘保全 ･ 再生事業

! 1 事業の 目 的

｢ 日 本一の鳥取砂丘を守り育てる条例｣ に基づく監視体制の整備及び意識啓発活動を行う 。

乾 事業の内容

( 1 ) 鳥取砂丘レンジャーを配置し 、 砂丘利用者へ砂丘の価値を解説するガイドや条例趣旨の徹底

を図るための巡視活動の実施

(2 ) 砂丘の魅力を情報発信するガイドツアーの実施

! 3 事業の現状及び課題
( 1 ) 現 状

･ 鳥取砂丘レンジャーの配置 6名

･ 落書き件数 平成22年度453件

･ 年 1 4回の鳥取砂丘魅力満喫ジオツアーを計画

･砂丘レンジャー 日記 (HP) 等によるタイムリーな砂丘の魅力の情報発信

(2 ) 課 題

･観光客への条例の周知 ･普及啓発に 、 継続的に力を入れる必要がある 。

く巡視活動) ぐジオツアー)

●担当 : 生活環境部 砂丘事務所 電話0857‐22℃582

参考URL

鳥取県砂丘事務所のwebサイ トよ り

h忙中 ://www.pref,toはori . l g｣ p/dd .aspx?menu id= 1 00 1 83

l 森林の癒し活用事業

l 1 事業の 目 的

全国的に注 目 されている ｢森のようちえん｣ 、 ｢森林セラピー｣など 、 森林の癒しの活用を推進し、

とっとり発の取り組みとして全国に発信し 、 県外からの誘客資源へと発展させる 。
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群 事業の内容

( 1 ) 森林の癒し活用推進事業

0森のようちえん支援事業

森林内での保育活動に要する経費について助成

0森林の癲し普及団体育成事業

森林セラピーツアー、 マイナスイオンツアーなど、 森林の癒しを活用 したトライアル

的な活動に要する経費について助成

0森のようちえん指導者養成研修

森のようちえんに取り組もうとする者を対象に、 運営のノウハウ等の研修を実施

( 2 ) 森林の癒し効果研究事業

0森のようちえん効果研究事業

｢森のようちえん｣ における子どもの発育に与える影響等についての調査、 研究

事業期間 : 平成23年度~ 25年度

0森林セラピー研究プロジェクト事業 ,

森林セラピーの科学的効能を研究し、 企業向けに、 社員の健康増進やメンタル

ヘルス対策等の森林セラピー ･ プログラムを開発

(事業期間 : 平成23年度~ 25年度)

叢 3 事業の現状及び課題

0森のようちえん

智頭町で通年型森のようちえんができ、 県内の数団体がイベント的に取り組んで

いる 。

(課題) 県内各地の保育所等への普及拡大

0森林の癒し

平成23年7 月 に 、 智頭町で森林セラピーがグランドオープンし 、 本格稼働。

(課題) 智頭町以外での森林の癒しの取り組み拡大

●担当 : 農林水産部 森林･林業総室 電話0857‐26‐7304

参考URL

鳥取県森林 ･ 林業総室のwebサイトよ り

h性量 ://www.pref.toはori . lg｣ p/d d .aspx?menu i d二99 9 1 6

! 全国植樹祭準備事業
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鼾 事業の 目 的

｢第64回全国植樹祭｣ (平成25年鳥取県開催) に向 けて開催準備を進める 。

蓑 2 事業の内容

( 1 ) 鳥取県実行委員会等の運営

( 2 ) 大会会場整備

( 3 ) 大会にかかる基本計画等の策定

(4 ) 大会PR、 広報 (各種コンテス トや広報PRグッズの作成等)

! 3 事業の現状及び課題

0平成25年に鳥取県で開催することや大会を契機に森林づくり ‘こ対する気運の醸成は 、 まだ一

部関係者に留まっており 、 さらに大会開催の周知を図ることが必要

○実行委員会や各種の専門委員会によって 、 広く県民や関係機関の意見を取り入れながら大会

準備を推進

0大会開催準備を本格化させ、 大会の開催と開催の意義をさらに県民へ周知するため 、 苗木の

ホームステイなど各種イベントやPR活動を展開するとともに 、 全国豊かな 海づく り大会などの

イベントと連携して積極的に広報

0先催県の状況を参考に、 より 鳥取県らしい大会が開催できるよう基本計画、 実施計画を策定

0大会開催への気運の全県的な盛り上げ及び大会終了後の持続可能な森林づく り活動を推進

するため 、 全国豊かな海づくり大会から 白 うさぎ大使を引き継ぎ、 県民参画によるボランティア活

動などを呼びかけ

(式典会場イメージ図)

●担当 :農林水産部 森林･林業総室 全国植樹祭準備室 電話0857‐26‐7683

参考URL

鳥取県森林 ･林業総室のwebサイトより

｢第64回全国植樹祭｣
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